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災害時の避難所・自宅での避難生活に備える 
災害時フレイル・血栓予防講習会を実施 

と き ３月 27日（木） 

と こ ろ 練馬区役所（練馬区豊玉北６－１２－１） 

27日（木）、区は受講を希望する区民40名に対して、災害時フレイル・

血栓予防についての講義と簡単な体操を織り交ぜた講習会を開催しま

す。当講習会は、令和６年３月28日に東京都理学療法士協会と「災害時

における避難行動要支援者等の支援協力に関する協定」を締結した協

定に基づくものです。 

災害時、避難所や自宅で避難生活を余儀なくされた場合、災害時フレ

イル・血栓による災害関連死を予防するために知識を得てもらうのが

目的です。 

災害時は、特殊な環境下によって“フレイル＝虚弱” のリスクが急

速に高まり、健康が脅かされます。今からできる準備を理学療法士の視 

点でお伝えします。 

【経緯】 

能登半島地震等の大規模災害では、支援を必要とする多くの高齢者や障害者が、支援者の人手不足等の理

由により、避難後の生活が困難な状況に陥った。区は、高齢者や障害者等が、災害時にも安心して過ごせる

体制を整えるため、令和 6 年 3 月 28 日、東京都理学療法士協会と自治体としては都内初となる協定を締結

した。今回は、協定内容の一つである災害時フレイル・血栓予防の講習会を実施する。 

【協定内容】 

① 災害時派遣が可能な理学療法士の登録バンクの設置 

② 区の訓練への参加、連絡会の実施 

③ 区民向け災害時フレイル、血栓予防セミナーの実施 

④ 福祉避難所を中心とした訪問支援 

【災害時フレイル・予防講習会】 

日  時：令和７年３月 27日(木)14時～16時 

場  所：練馬区役所本庁舎 20 階 交流会場 

講習内容：災害時フレイル・血栓予防について 

講  師：東京都理学療法士協会 練馬区支部 災害リハ担当／山柴恵氏 他 

定  員：40名（先着順） 

【公益社団法人 東京都理学療法士協会】 

昭和 44年に「東京都士会」として発足し、平成 25年４月「公益社団法人東京都理学療法士協会」として

東京都より認可を受け、現在に至る。東京都理学療法士協会は、東京都における理学療法の普及および向上

を図るために、理学療法の学問的成果や先進技術を研究している団体である。 

 

 

【問合せ】練馬区 福祉部管理課 福祉防災・システム係   電話 ０３－５９８４－１３３７ 

▲講習会チラシ 

事前のお知らせ 

 


